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市
政
2の
i勤
定 Q

広報うおづ

一
般
会
計
に

ニ
億
七
千
九
百
九
十
万
二
千
円
を
追
加

9
月
市
議
会
定
例
会
は
、

9
日
よ
り
却
日
ま
で
ロ
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
市
議
案
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正

予
算
を
は
じ
め

8
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
昭
和
田
年
度
一

般
、

特
別
会
計
な
ど
決
算
認
定
に
か
か
る

8
議
案
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
、
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
に
し
、
羽
田
閉
会
し
ま
し
た
。

な
内
容
は
、

農
林
水
産
業
費
で
は
、
県
単
、
市
単

土
地
改
良
事
業
一
千
三
百
二
十
万
円
、

地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て

六
百
五
十
万
円
を
追
加
計
上
。

土
木
費
で
は
、
道
路
維
持
費
四
百
万

円
、
道
路
新
設
改
良
費
四
千
百
六
十
万

円
、ま
た
運
動
公
園
築
造
費
で
は
、
野
球

場
施
設
の
補
助
事
業
承
認
増
及
び
造
成

工
事
費
に
五
千
四
十
万
円
を
追
加
計
上
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
農
林
施
設
災
害

復
旧
事
業
七
千
三
百
六
十
九
万
三
千
円
、

土
木
災
害
復
旧
事
業
四
千
四
百
三
十
八

万
三
千
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
分
担
金
及

び
負
担
金
、
園
、
県
支
出
金
、
寄
附
金

繰
越
金
及
び
市
債
を
充
当
す
る
も
の
で

す
。
マ
印
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
印
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
印
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
二
億
七
千

九
百
九
十
万
二
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
十
九
億
九
千
四

十
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主

マ
魚
津
貴
重
奉
仕
員
等
の
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

に
つ
い
て

マ
魚
津
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

継
続
審
議
と

な
っ
た
議
案

マ
回
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

マ
回
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

マ
臼
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
マ
臼
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

マ
回
年
度
負
"
津
市
老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

マ
回
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事
業
特
別

会
計
事
人
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

マ
回
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

マ
臼
年
度
魚
津
市
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

同

意

案

件

魚
津
市
並
木
町
4
番
3
号

堀
川
賞
治
氏
を
魚
津
市
教
育
委
員
任

命
に
同
意

魚
津
市
東
尾
崎
三
五
三
七
番
地

高
島
信
作
氏
を
魚
津
市
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
と
し
て
推
せ
ん
に
同
意

マ
決
算
特
別
委
員
会
委
員
(
敬
称
略
)

(
O委
員
長

O
副
委
員
長

。
後
藤
吉
松

O
竹
内
進
関
口
衛

。

沢
崎
尚
武
七
沢
秋
政
浜
谷
佐
久
三

第
鶴
田
犠
章
布
龍
暗
罵
寵
S
E

a--s

・・4
・亘・
dagad---EEma--ad--

と

き

日

月

9
日
出

i
ロ
白
川
W

と

ニ

ろ

魚

津

市

農

協

会

館

芸
術
の
秋
を
か
ざ
る
、
第
お
回
魚
③
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し
と
し

津
市
美
術
展
覧
会
を
日
月
9
日
l
U

ま
す
。

日
ま
で
の
4
日
間
、
魚
津
市
農
協
会
④
写
真
は
カ
ラ
ー

・
白
黒
と
も
半

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

折
以
上
と
し
、
組
写
真
は
四
ツ

市
民
の
み
な
さ
ん
の
出
品
を
お
待
切
り
以
上
と
し
ま
す
。
パ
ネ
ル
・

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
多
数
の
ご
観
又
は
枠
装
と
し
、
額
装
は
除
き

覧

を

望

ん

で

い

ま

す

。

ま

す

。

@
部
門

⑤
出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

一

般

の

部

限

り

ま

す

。

(

た

だ

し

、
教
育

第
一
部
絵
画
(
日
本
画
・洋
画
)
部
門
は
除
き
ま
す
。
)

第

二

部

書

@
申
込
み

第

三

部

彫

刻

所

定

の

申

込

書

に

よ

り

、

日
月
2

第

四

部

工

芸

自

由

正

午

ま

で

に

市

教

育

委

員

会

第

五

部

写

真

へ

・申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
六
部
華
道

。
搬
入

教
育
の
部
(
小
・中

学

生

)

出

品

作

品

は

出

品

票

を

は

り

、
日

図
画

・
書

・
工

作

月

8
日
幽
午
前
日
時
i
午
後
1
時

ま
で
に
魚
津
市
農
協
会
館
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

@
搬
出
口
月
ロ
日

ω午
後
5
時
1
7
時
ま

で
に
会
場
よ
り
搬
出
し
て
く
だ
さ

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員

会
(
岱
②
2
2
0
0
内
線
3
0
8
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

@
規
格
①
日
本
画
、
洋
画
は
刊
号
(
日
叩
×

引
仰
)
以
上
額
装
と
し
、
掛
軸

は
除
き
ま
す
。

②
書
は
額
、
又
は
枠
張
り
、
叩
号

以
上
1
m
×
2
m
以
内
ま
で
と

し
、
縦
横
自
由
と
し
ま
す
。
(
た

だ
し
、
て
ん
刻
に
つ
い
て
は
制

限
な
し
と
し
ま
す
。)
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市
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
効
果

的
に
促
進
す
る
た
め
、
経
営
の
合
理
化
、

近
代
化
に
著
し
く
効
果
を
あ
げ
た
中
小

企
業
者
又
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

晴
れ
の
表
彰

|
厚
生
大
臣
表
彰
|

魚
津
市
友
道
一
九
四
三
番
地

晒

屋

孫

人

氏
(η
歳
)

長
年
に
わ
た
り
、
県
成
人
病
予

防
協
会
の
理
事
と
し
て
ガ
ン
検
診

の
充
実
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
学

校
医
と
し
て
学
校
保
険
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
。

市政の動き・・・・・....................・・2

第25回魚津市美術展覧会-・・・・・・・・2

G2冨盟冨2・
国勢調査..........................・・・・3

る
中
小
企
業
者
を
、
優
良
モ
デ
ル
工
場

と
し
て
指
定
し
、
指
定
期
間
内
に
お
い

て
企
業
の
合
理
化
及
び
近
代
化
の
指
導

助
言
等
を
行
な
う
も
の
で
す
。
指
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
者
は
、
次

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

0
蛍
疋
の
対
象

モ
デ
ル
工
場
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
は
、
引
き
続
き
3
年
以

上
本
市
の
区
域
内
に
主
た
る
工
場
を
有

し
、
か
つ
製
造
業
を
営
ん
で
経
営
の
合

理
化
、
近
代
化
に
著
し
く
効
果
を
あ
げ

た
中
小
企
業
者
又
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
中
小
企
業
卓
司

O
指
定
の
限
度

モ
デ
ル
工
場
の
指
定
は
、
毎
年
度
2

工
場
を
限
度
と
し
て
行
い
ま
す
。

0
費
疋
期
間

モ
デ
ル
工
場
指
定
の
期
間
は
、

間
で
す
。

下水道のはなし............・・・・・・・・・4

シートベルトを
着用しましよう・・・・・・・・・…5

保健だより.....・・・・・・・・・…・・・・8'"'-'10

あなだと図書館….......…-…-・・6

あな芝の国保・・・・・・・・・…・・・・・・・・…・ア

みんなのスポーツ・・..........・・・・・・11

2 
年

お知らせ................・・・・・・・・12'"'-'14

0
申

請
モ
デ
ル
工
場
の
指
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
モ
デ
ル
工
場
指
定
申
謹翠
官

に
次
の
書
類
を
添
え
て
市
長
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ω{琴
軌
又
は
規
約

ω役
員
名
簿

ω申
請
年
度
前
3
期
分
の
決
算
報
告

書
の
写
し

ω市
税
納
税
証
明
書

ωそ
の
他

O
申
請
期
間

叩
月
日
日

ωか
ら
叩
月
訂
日
附
ま
で

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
観
光
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

行

政

相

談

の
お
知
ら
せ

総
務
庁
で
は
、
印
月
日
日
か
ら

日
日
ま
で
の
一
週
間
を

「
行
政
相

談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に

相
談
所
の
開
設
な
ど
の
行
事
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
魚
津
市
で
も
、
つ

ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
か
ら
ご
遠

慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
叩
月
日
日

ω

午
後
1
時
i
4
時

マ
と
こ
ろ
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

調
査
票
の
記
入
は
、

お
済
み
で
す
か
。

。国勢調査
昭和60年10月1日(刈

10月5日までに調査員が回収に伺います。

m月
1
日
国
勢
調
査

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と

お
気
軽
に
調
査
員
に
・
..... 

叩
月
1
日
は
国
勢
調
査
。
あ
な
た
の

お
宅
に
は
調
査
票
は
も
う
届
き
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
調
査
員
が
各
家
庭
へ
届

け
ま
す
。
も
し
ま
だ
で
し
た
ら
市
役
所

の
国
勢
調
査
担
当
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
記
入
の
際
は
、
調
査
票
と
一
緒

に
お
渡
し
す
る
「
調
査
票
の
記
入
の
仕

方
」
を
よ
く
読
ま
れ
た
上
、
記
入
漏
れ

権

相

談

の
お
知
ら
せ

さ
叩
月
日
日
幽

午
後
1
時
1
4
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

。
魚
津
人
権
擁
護
委
員

。
富
山
地
方
法
務
局
色
、
注
支
局

人

マ
と

な
ど
の
な
い
よ
う
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

今
回
集
計
さ
れ
る
調
査
票
は
、
全
国
で

約
問
万
枚
と
い
う
ぼ
う
大
な
枚
数
に
の

ぼ
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り

処
理
さ
れ
ま
す
の
で
用
紙
は
汚
し
た
り

折
っ
た
り
、
丸
め
た
り
し
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
日
月
5
日
ま
で

に
調
査
員
が
調
査
票
を
集
め
に
伺
い
ま

す
か
ら
調
査
票
を
渡
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
調

査
票
に
-
記
載
さ
れ
た
内
容
は
統
計
作
成

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
担
当
係

総
務
課
行
政
係

宮
②
2
2
0
0内
線
2
5
8

(3) 
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下
水
道
の
隠
砲
し

シ
リ
ー
ズ

広報うおづ

下
水
道
の
は
な
し
何

ー
下
水
道
事
業
で

ど
ん
な
工
事
が

お
こ
な
わ
れ
る
か

1

家
庭
か
ら
出
る
よ
ご
れ
た
水
を
処
理

場
へ
運
ぶ
た
め
に
は
、
下
水
管
を
道
路

の
下
に
埋
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
の
す
ぐ
そ
ば
に
埋
め
ケ
れ
て
い
く

管
は
、
だ
い
た
い
お
勺
灯
か
ら

ωで
μ

ぐ
ら
い
の
太
さ
で
す
が
、
処
理
場
に
近

づ
く
ほ
ど
管
は
太
く
な
り
、
な
か
に
は
、

l
灯
を
こ
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
下
水
管
を
道
路
の
下
に

網
の
目
の
よ
う
に
埋
め
て
い
く
の
で
す
。

下
水
管
の
工
事
は
、
道
路
の
下
に
埋

め
て
い
く
た
め
、
交
通
事
情
の
問
題
、

工
事
に
よ
る
振
動
、
騒
音
、
さ
ら
に
は
、

水
道
管
や
電
話
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
と
の
調

整
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
か
ら

無
公
害
型
の
新
工
法
や
推
進
工
法
な
ど

の
特
殊
工
法
を
採
用
し
、
安
全
で
、
じ

ん
速
、
確
実
な
施
工
に
つ
と
め
整
備
促

進
を
は
か
つ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
、
処
理
場
の
建
設

工
事
は
大
規
模
な
工
事
に
な
る
た
め
、

振
動
、
騒
音
な
ど
、
工
事
に
十
分
注
意

を
は
ら
い
、
建
設
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す

下
水
道
工
事
が
始
ま
る
前
に
は
、
工

事
説
明
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

工
事
の
進
め
方
や
地
元
の
み
な
さ
ん
へ

の
お
願
い
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

道
路
の
下

に
埋
め
ら
れ

た
下
水
道
管

と
家
庭
を
結

ぶ
た
め
、
ま

た
、
下
水
道

管
の
つ
ま
り

を
直
す
た
め

に
つ
く
ら
れ

る
の
が
「
公

共
汚
水
ま
す
」

で
す
。
公
共

汚
水
ま
す
は
、

& 

下
水
道
工
事
の
と
き
、
原
則
と
し
て

一

軒
に
一
個
を
市
で
つ
け
ま
す
。
ま
す
は

か
ん
た
ん
に
移
動
で
き
な
い
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
、
位
置
な
ど
を
き
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
、
処
理

(
供
用
)
開
始
の
日
や
区
域
が
告
示
さ

れ
ま
す
。

処
理
開
始
さ
れ
た
地
区
で
は
、
下
水

道
施
設
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、
側
溝

や
水
路
に
流
し
て
い
た
家
庭
の
雑
排
水

は
、
下
水
道
に
直
接
流
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
の
{
丞
挺
は
、
水
洗
便

所
に
改
造
し
て
か
ら
、
ま
た
、
し
尿
浄

化
槽
を
設
け
て
い
る
{
丞
尼
で
は
、
浄
化

槽
か
ら
排
水
さ
れ
て
い
た
汚
水
を
、
下

水
道
に
直
接
流
せ
る
よ
う
工
事
を
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
下
水
を
下
水
道

に
導
く
た
め
の
施
設
を

「排
水
設
備
」

と
い
い
、
排
水
管
や
汚
水
ま
す
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
「
排
水
設
備
」
は
、
土
地

や
建
物
の
所
有
者
が
つ
く
る
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。「
排
水
設
備
」

を
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

初
め
て

「公
共
下
水
道
」
の
設
置
目
的

が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

次
回
は
「
下
水
道
事
業
に
は
、
ど

れ
だ
け
の
費
用
が
か
か
る
の
か
」

を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

質
問
に
お
答
え
し
ま
す

問

宅
地
内
の
排
水
設
備
の
設
計
や
工

事
は
、
誰
で
も
や
れ
る
の
か
。

答

排
水
設
備
の
設
計
と
か
工
事
は
、

(4) 

公共汚水ます

.排水設備

市
の
指
定
し
た
業
者
で
な
け
れ
ば
こ
れ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
の
指

定
し
た
工
事
業
者
は
、
下
水
道
に
関
す

る
法
令
や
条
例
、
規
則
に
よ
っ
て
仕
事

を
誠
実
に
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
排
水
設
備
工
事

が
完
了
し
た
と
き
は
、
工
事
が
完
全
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
業
者
立
会
い
の

上
、
市
の
係
員
が
検
査
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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県
共
同
募
金
会
を
通
じ
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
十
四
の
福
祉
団
体
に
配
分
す

る
と
と
も
に
、
県
下
の
施
設
整
備
等
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
戸
別
募
金

・
街
頭
募
金

・
職

場
内
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
け

る
職
場
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
市
社
会

福
祉
課
(
宮
②

2
2
0
0
)
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
お
志
に
よ
り
、

一

人
で
も
多
く
の
方
々
の
幸
せ
が
築
か
れ

ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

者
の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
お
れ
ば
助
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
事
故
が
、

な
ん
と
叩
%
も
あ
り
ま
す
。

「
面
倒
だ
か
ら
」
と
か
「
窮

屈
だ
か
ら
」
と
い
っ
て
か
わ

か
っ
て
い
る
け
ど
着
用
し

な
い
'
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す

る
こ
と
が
そ
ん
な
に
面
倒

な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
世
に
生
れ
た
っ
た
一
つ

し
か
な
い
生
命
を
危
険
に

さ
ら
す
の
は
あ
ま
り
に
も

無
謀
な
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
は
安
全
へ
の
パ

ス
ポ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

を

る

中

f
i
‘
 

4d
S
F

・カ

け

腰

向

く
に

深

面

て
正

け

を
つ

体

にク

ふ
み

ソ

軸
w

db

姿

ト

席

一
着

シ
※
 

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す

安
全
運
転
で
楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ
を

「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る
共

同
募
金
が
今
年
も
叩
月
1
日
か
ら
全
国

い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
体
の
不
自

由
な
方
や
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
方
な

ど
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し

さ
を
行
動
で
表
わ
す
も
の
、
そ
れ
が
赤

い
羽
根
で
す
。

昨
年
は
皆
さ
ん
や
老
人
ク
ラ
ブ
・
小

学
生
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
多
額
の
募
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、

紅
葉
の
季
節
と
な
り
、
本
格
的
な
行

楽
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
野

に
山
に
家
族
づ
れ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

例
年
、
こ
の
時
期
に
は
解
放
感
に
よ
る

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
脇
見
運
転
あ

る
い
は
過
労
に
よ
る
居
眠
り
運
転
等
か

ら
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
楽
し
い
は
ず
の
行
楽
先
で
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
で
悲
惨
な
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を
守
っ
て
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ωゆ
と
り
の
あ
る
ド
ラ
イ
ブ
計
画
を
た

て
ま
し
ょ
う
。

ω疲
れ
た
り
眠
く
な
っ
た
ら
休
ザ
ょ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ω飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

ω自
転
車
も
ル

l
ル
を
守
っ
て
安
全
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

家庭も車も安全運転

グ
ザ」
存
知
で
す
か

農
家
の
み
な
さ
ん
4

で
す
。
又
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
①

農
地
を
貸
し
て
も
約
束
の
期
間
が
く

れ
ば
確
実
に
返
っ
て
き
ま
す
。
②
農

地
を
返
し
て
も
ら
う
時
、
離
作
料
等

の
支
払
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
③

農
地
の
貸
し
手
農
家
に
農
地
流
動
化

奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

今

ω年
度
農
用
地
利
用
増
進
事
業

実
施
計
画
の
受
け
付
け
中
で
す
。
(
日

月
日
日
ま
で
)
農
地
の
貸
し
借
り
な

ど
土
地
利
用
に
関
す
る
こ
と
は
、
農

地
流
動
化
推
進
員
(
農
業
委
員
、
地

区
農
業
振
興
委
員
)
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
、
相
談
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ

宮
②
2
2
0
0
内
線
2
8
3

農
地
の
売
買
や
賃
借
権
及
び
使
用

貸
借
(
貸
し
借
り
)
の
設
定
・
移
転
す

る
と
き
は
、
農
地
法
(
第
三
条
)
の
許

可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
て
い
な

い
時
は
、
農
地
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
変
わ
っ
て
農
用
地

利
用
増
進
法
に
よ
っ
て
安
心
し
て
農

地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
制
度
が
制

定
さ
れ
て
、

5
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
農
用
地
の
貸
し
借

り
や
売
買
を
農
地
法
に
よ
ら
ず
に
市

が
農
家
の
申
し
出
に
よ
り
権
利
の
設

定
、
移
転
の
計
画
を
ま
と
め
た
「
農

用
地
利
用
増
進
計
画
」
を
作
成
し
農

業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
市
長
が
公

告
す
る
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て
農
用

地
の
貸
し
借
り
な
ど
が
で
き
る
制
度

ベルトはねじれない

ようにする。

リクライニングは伊jさない。

m月
7
日
明

i
ロ
日
出

道
路
標
識
週
間
で

す

昭和60年10月1日発行

々々 件数 死者 傷者

昭和60年 136 1 161 

昭和59年 136 2 153 

増減 ::1:0 -1 +8 

魚津市内の交通事故概況

〈昭和60年 9月10日現在〉

日
ご
ろ
多
く
の
道
路
標
識
を
み
か
け

ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
に
道
路

交
通
を
安
全
に
円
滑
に
す
る
た
め
の
情

報
を
伝
え
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
標
識
の
情
報
を
い

か
し
て
、
正
し
い
道
路
の
利
用
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
道
路
標
識
週
間
を
機
会
に
道
路

標
識
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

広報うおづ

首にかからないようにする。

あなたと市政をむすぷ

腰ベルトは、腹にかか

らないように、腰骨部

をささえるようにピッ

タりとしめる。

(5) 



昭和60年10月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

「
国
邑
閉

図
書
館
は
あ
な
た
の
書
斎
で
す
ト
⑦

料

の

本

理

秋
た
け
な
わ
、
秋
空
に
浮
ぶ
白
い
雲

が
印
象
的
で
す
。
モ
ク
セ
イ
が
に
お
い
、

モ
ミ
ジ
狩
り
や
、
キ
ノ
コ
狩
り
と
、
行

楽
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
お
弁

当
を
持
っ
て
出
か
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ
も

い
い
で
す
ね
。

新
し
い
本
の
中
か
ら
、
料
理
の
本
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

お
弁
当
と
常
備
菜

ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グサ
ン
マ
ー
ク
出
版

大
山
の
ぶ
代

浅

野

陽

望

月

澄

江

久

松

育

子

土
井

料
理
朝
一
番

酒
呑
み
の
ま
よ
い
箸

お
か
ず
レ
ッ
ス
ン

素
敵
な
シ
ン
グ
ル
料
理

暮

し

の

本

本
は
借
り
な
け
れ
ば
損
ノ

ど
う
ぞ

暮
し
の
中
で
困
っ
た
と
き
に
、
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

冠
婚
葬
祭
ス
ピ
ー
チ
集

佐

藤

安

志

夫
婦
で
読
む
年
金
の
本

板

垣

勝

幸

交
通
事
故
の
じ
よ
う
ず
な
示
談
太
郎
浦
勇
二

契
約
書
の
見
方
・
作
り
方

本

谷

康

人

お
よ
ば
れ
の
マ
ナ

l

篠
田
弥
寿
子

わ
た
し
流
生
き
が
い
探
し

講
談
社
編

よ

み

秋
の
夜
長
に
、
ど
う
ぞ
、
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

泣
き
笑
い
放
浪
星

ミ
ヤ
コ
蝶
々

風
の
よ
う
に
光
の
よ
う
に
父
・
立
原

正
秋

立

原

幹

し
あ
わ
せ
関
係

佐

藤

愛

子

新
版
猿
飛
佐
助
(上
・下
)
富
田
常
雄

風
の
墓

西

村

望

執
権
北
条
時
宗

(上
・下
)咲
村

観

ラ
ス
ト
シ

l
ン

岸
田
今
日
子

チ
ョ
ッ
ち
や
ん
だ
っ
て
や
る
わ
黒

柳

朝

江
戸
家
猫
八

魚
に
釣
ら
れ
た
猫

今
夜
も
思
い
出
し
笑
い

林

真

理

子

湖
畔
の
テ
ラ
ス

赤

川

次

郎

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。

V
毎
月
、
新
刊
案
内
を
お
宅
へ
回
覧
し

て
お
り
ま
す
が
、

お
役
に
立
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
?

読
み
た
い
本
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
、
お
申
出

く
だ
さ
い
。

予
約
は
電
話
で
も

受
付
け
ま
す
。

勝

ム__.. ¥ 

~ル
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

m月
の
お
し
ら
せ

21 7 
日日
(月)(月)

こ
ど
も
会

え
い
が
会

4
じ
か
ら
4
じ
ぬ
ぷ
ん
ま

で
、
と
し
よ
か
ん
視
聴
覚
室

で
ひ
ら
き
ま
す
。

l
 

-E---

E
E

，，
 

相P

教

室

セ
と

叩
月
8
日

ω

午
後
1
時
ぬ
分
か
ら

午
後
4
時
ま
で

「
匂
い
」
「
夜
食
」

「
雑
詠
」

き

'* 兼
題

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

(
旧
水
族
館
あ
と
)

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
小
学
生
以
下

の
お
子
様
な
ら
ど
な
た
で
も
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。
(
但
し
幼
児
は
、
付

添
い
が
必
要
で
す
。
)
利
用
に
際
し
て

は
、
必
ず
受
付
に
て
名
前
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

-
-
m
月
の
行
事

|

|

〔
イ
ラ
ス
ト
会
〕

4
日
幽
、
凶
日
幽
、
4
時
j

〔
ぬ
り
絵
会
〕

日
日
樹
、
お
日
樹
、

4
時

i

〔
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
挑
戦
日
〕

6
日
側
、
羽
田
側
、
午
後

(
種
目
)
ド
リ
ブ
ル
、
腹
筋
、
ピ
ン
ポ

ン
玉
っ
き
、
ビ
ー
玉
は
し
っ
か
み
、

け
ん
玉
、
か
か
し
、リ
ン
ポ

l
ダ
ン
ス

〔ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〕

合
⑧

2
4
0
2

幻
日
側
、

2
時

i

出
場
希
望
者

は
4
人
一
組
で

μ
日
ま
で
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
毎
週
の
行
事

日土 金木水 火 O!~ 

体ゲ 幼ルビ 車使ロ幼

児ク| 用|児 fr 操ト ラチ 球日ラ

ク ポ クプパ
|ク
事ラレク スラ

ラルプ |ラ ケプ名

プ教室 B 
ボ
|プ トA

10 時3時10 4 4 li生上以f-4 10 時 時 時 時時時
30 I 130 I 1，1:1 I 30 
分 分 (分間

~ 4 I 

φ
館
内
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

紹
介
グ
(
9
月
8
日
現
在
)

l
一
分
間
ド
リ
ブ
ル
ー

一
位
加
回
浜
守
優
(
経
団
小
6
年
)

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
祝
日

古
典
に 堕
親 二三
し 萎ろ
む 霊つ
~ 
A 

(6) 

助
言
者

交
と

き

第
二
回

マ
学
習
課
題

「
子
ど
も
の
性
意
識
の
発
達
と

家
庭
教
育
」

マ
講
師
市
連
合
婦
人
会
長

寺
島
美
津
枝
先
生

マ
日
時
叩
月
口
日
附

午
前
9
時
初
分
1
日
時
初
分

マ
会
場
本
江
公
民
館
大
会
議
室

託
児
室
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
三
世
代
交
流
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会
、
家
庭
療

法
小
百
科
、
日
常
の
応
急
手
当
、
一
口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
世
代
交
流

ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会

国
民
健
康
保
険
主
催
の
第
二
回
三
世

代
ゲ
1
ト
ボ
l
ル
大
会
が
8
月
お
日
幽

大
町
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
、
お
父
さ
ん

(
お
母
さ
ん
)

お
祖
父
さ
ん
(
お
祖
母
さ
ん
)
の
三
世

代
が
一
同
に
会
し
、
信
頼
と
友
好
を
深

め
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に
努

め
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

敢

闘

賞

-
コ
ー
ト
睦
会
チ
l
ム

2
コ
ー
ト
新
金
屋
A
チ
ー
ム

3
コ
l
ト

福

寿
会
A
チ
l
ム

4
コ
ー
ト
本
江
チ
ー
ム

5
コ
ー
ト
村
木
日
区
チ
ー
ム

6
コ
ー
ト
文
化
チ
ー
ム

家

庭

療

法
小

百

科

び

き

思
春
期
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
に

き
び
は
、
皮
膚
の
毛
穴
に
で
き
る
脂
肪

の
塊
り
で
、
化
膿
菌
が
つ
く
と
赤
く
は

れ
て
、
う
み
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
に
き
び
は
つ
ぶ
す
と
い
け
ま
せ
ん
。

か
さ
ぶ
た
が
で
き
て
、
跡
が
の
こ
り

み
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
便
秘
は
に
き
び
を
悪
く
し
ま
ず
か
ら
、

便
通
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
プ
茶

を
飲
む
こ
と
を
す
す
め
ま
す
。

③
バ
タ
ー
や
豚
肉
な
ど
動
物
性
脂
肪
の

多
い
食
品
や
、
甘
い
も
の
を
ひ
か
え

て
、
野
菜
を
た
く
さ
ん
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
新
鮮
な
大
根
お
ろ
し
を
作
り
、
そ
の

汁
を
ガ
l
ゼ
に
含
ま
せ
て
患
部
に
貼

る
の
も
よ
い
で
す
。
乾
い
た
ら
取
り

替
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
温
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
と
、
早
く

な
お
り
ま
す
。

⑥
民
間
薬
と
し
て
、
ド
ク
ダ
ミ
を
一
日

二
0
グ
ラ
ム
煎
じ
て
飲
む
か
、
生
の

葉
を
も
ん
で
に
き
び
の
上
に
、
こ
す

る
よ
う
に
塗
り
つ
け
て
再
三
繰
り
返

す
と
効
き
ま
す
。
冬
な
ら
白
い
地
下

茎
を
掘
っ
て
す
り
つ
ぶ
し
て
つ
け
て

も
よ
い
の
で
す
。

r
e
h
J
.
h
y
‘、、常

の応

急

手

当

交
通
事
故
な
ど
乗
り
物
で
の
ケ
ガ
は
、

は
じ
め
は
軽
く
み
え
て
も
、
や
が
て
重

く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
い

り
ま
す
。

V
手
当
て

本
人
が
わ
り
に
元
気
で
、
何
ご
と
も

な
く
家
へ
帰
っ
た
の
に
、
翌
日
急
変
し

て
:
:
:
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、

小
さ
な
事
故
で
も
事
故
に
あ
っ
た
ら
、

必
ず
家
人
や
周
囲
の
人
に
い
っ
て
、
様

日

子
を
み
て
も
ら
う
こ
と
。

V
交
通
事
故
の
経
過
に
は
四
つ
の
場
合

が
あ
る
。

事
故
が
起
き
た
時
点
で
意
識
が
正
常

で
、
何
ご
と
も
な
い
場
合
が
最
も
軽
症
。

事
故
当
時
は
正
常
で
も
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
意
識
不
明
に
な
る
場
合
も

あ
り
、
こ
れ
は
生
命
の
危
険
が
高
い
。

事
故
当
時
、
意
識
が
な
い
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
死
亡
す
る
ケ
l
ス
と
、
そ
の

後
回
復
に
向
か
う
場
合
と
あ
る
。
意
識

が
な
け
れ
ば
救
急
手
当
を
行
な
う
な

ど
、
適
切
な
手
当
が
と
ら
れ
る
の
で
、

も
と
も
と
生
存
の
望
み
の
な
か
っ
た
場

合
を
除
い
て
は
助
か
る
可
能
性
は
強
く

な
る
。し
た
が
っ
て
、
最
も
こ
わ
い
の
が
、

は
じ
め
に
意
識
が
あ
り
、
あ
と
で
な
く

な
る
ケ
l
ス。

こ
れ
は
ふ
?
っ
、
事
故
後
、
三
時
間

か
ら
八
時
間
で
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。

そ
の
変
化
を
早
く
と
ら
え
て
救
急
処
置

を
と
れ
ば
、
生
命
を
と
り
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

V
事
故
の
あ
と
に
起
こ
る
変
化
・•• 

①
気
分
が
悪
い
、
②
頭
が
痛
い
、
③
吐

き
け
が
す
る
、
④
め
ま
い
が
す
る
、
⑤

腹
や
胸
が
痛
い
、
⑥
意
識
不
明
、
な
ど
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ど
れ
か
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
の
手
配

を
す
る
こ
と
。

ま
た
、
事
故
後
八
時
間
は
、
安
静
に

す
る
こ
と
も
万
一
に
備
え
て
必
要
。

※
事
故
の
シ
ョ
ッ
ク
で
本
人
は
頭
や
胸

を
打
っ
て
い
な
い
つ
も
り
で
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
周
囲
の
観
察
が
必
要
。

オ
川
川
1
1
1」

一
(
一
口
医
学
)
一

一
舌
が

い

た

む

一

一

と

き

一

一
会
話
を
す
る
に
も
、
食
物
を
味
わ
一

一
う
に
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
有
国

一
こ
の
舌
の
痛
む
病
気
は
い
ろ
い
ろ
一

一
あ
り
ま
す
が
、
舌
を
か
ん
だ
り
、
義
由

一
歯
、
虫
歯
な
ど
で
舌
を
傷
つ
け
た
〈
外
一

一
傷
性
舌
炎
〉
が
多
い
。
化
の
う
菌
が
一

E

っ
き
、
大
き
く
は
れ
る
と
口
も
満
足
一

国

に

き

け

な

く

な

り

ま

す

。

国

一
舌
に
漬
蕩
が
で
き
て
い
れ
ば
〈
口

一

一
内
炎
〉
。
舌
に
暗
紅
色
の
班
点
や
す
一

『
じ
が
あ
ら
わ
れ
、
痛
み
が
強
い
の
は

一

一
〈
メ
ル
レ
ル
舌
炎
〉
、
中
年
の
女
性

一

一
に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
舌
に
白
班
が
一

一
あ
ら
わ
れ
、
古
く
な
る
と
ひ
び
割
れ
一

一
す
る
〈
官
民
政
〉
は
痛
み
は
軽
い
の

一

一
で
す
が
、
舌
が
ん
に
移
行
す
る
こ
と

一

一
も
あ
り
ま
す
。
〈
舌
が
ん
〉
の
初
期
血

中
は
痛
み
ま
せ
ん
が
、
進
行
し
、
細
菌
E

E

が
加
わ
る
と
痛
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一

=
最
近
は

〈
舌
が
ん
恐
怖
症
〉
も
ふ
一

一
え
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
に
熱
中
一

目
し
て
い
る
と
き
や
、
眠
っ
て
い
る
と
目

白
き
は
痛
み
を
忘
れ
て
い
ま
す
が
、
舌
E

E

を
気
に
す
る
と
痛
み
だ
す
も
の
で
す
。
直

一
心
因
性
の
も
の
で
す
が
、
一
人
で
く
一

一
よ
く
よ
せ
ず
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
一

戸
さ
い
。
心
と
体
の
両
面
か
ら
の
治
療
一

一

で

割

に

簡

単

に

治

り

ま

す

。

一

)

F
m
H目
目

E
M
E目
E

L

7

'
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問い合わせは ft22-2200 (内線231)
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急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
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診
療
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目
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在

地

日
曜
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後
7
時
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午
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科

・
小
児
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・
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黒
部
市
三
日
市
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黒
部
市
消
防
署
向
側
)

※診療時間は、いずれも午
前9時から午後5時まで。

(8) 

内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
ー----------ーーーーーーー・・・・ー今 中止

10月31日同 13:00-14:00 

8か月児健診 8か月児
"1-.10用4日幽 9:00-10:00 魚津保健所

11月1日働 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 59年3月生まれの幼児 10月24日附 13:00-14:00 -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー参
麻しん(はしか)の接

種券を発行します。
57.9.16-9.30生まれの幼児 10月2日や'J<) 13:00-14:00 

3歳児健診 57.10.1-10.15生まれの幼児 10月14日開) 13 :00-14 :00 ーー一一一一一ーーーーーー・ーーーーー+尿の検査があります。
57.10.16-10.31生まれの幼児 11月6日制 13 :00-14 :00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 10月18日倒 9:30-16:00 ーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一歩
昼食をご持参くださ
し、。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 10月25日幽 9:00-12:00 ..ー-i・予約制

心の健康相談 一般市民 10月15日ω13 :30-15 :00 ----------------------ー→ 老人ボケの相談も受けます。

健 康 相 談 一般市民
10月24日肘 13 :00-15 :00 市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図

10月8日(刈 10 : 00 -II : 30 百 楽 荘 診察が受けられます。

毎週月・金曜日 10 : 00 -ll : 30 道下公民館
毎週火曜日 10 : 00 -ll : 30 加積公民館

健 康 体 操 毎週火曜日 10 : 00 -ll : 30 村木公民館
⑥体操の出来る服装

と
毎週火曜日 13 :30-15 :00 西布施公民館 でおいでください。

一般市民
毎週水曜日 10 : 00 -ll : 30 相ノ木公民館 ⑥日を定めて健康相

健 康 相 談 毎週木曜日 10 : 00 -ll : 30 大町公民館 談もしています。
毎週月・木曜日 9:30-11:00 経団公民館
毎週月・木曜日 10 : 00 -II : 30 本江公民館

機 自E 訪11 練 脳卒中後遺症のある人
10月3日附 10:00-15 :00 

百 楽 荘
訓練は 10: 00 -12 : 00 

〈リハビリテーション〉 10月24日同 10:00-12:00 診察は 13:00-14: 00 

10月3日附 9:00-10:00 経団公民館

胃がん検診
40il-69 一般市民 10月28日開) 9:00-10:00 道下小学校 料金 50 ・51 上歳

11月5日ω 9:00-10:00 上野方公民館 70歳以

10月1日(刈 13:00-14:00 
経団公民館

10月3日附 13 :00-14:00 

子宮がん検診 一般市民 10月21日明) 13 :00-14:00 
道下公民館 :3ゆ 69歳400円

10月28日開) 13:00-14:00 70歳以上_---ー-無料
10月31日同 13:00-14:00 上野方公民館

10月1日ω13:00-14:00 
経団公民館

10月3日附 13 :00-14:00 
事L房 検 診 一般市民 10月21日明) 13 :00-14:00 

料金一一一一1，100円

10月28日明) 13:00-14:00 
道下公民館

。ガン検診希望者は、 実施日10日前まで、市・生活環境課へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

10月1日(刈 9:30-11:00 常徳寺前
結 核 検 診 10月1日ω13: 15-15 :00 大光寺公民館
と 一般市民 10月4日幽 9:30-10:30 宮津公民館

成 人 病検診 10月4日幽 13: 15-15 :00 魚津市役所

10月9日。同 9:30-11:00 石垣新会館 この項、次頁へ続〈。
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内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
10月9日や同 l3:15-15:00 農協下野方支所 この項、前頁から続〈。

10月11日幽 9:30-10:30 印回公民館
⑨結核検診は胸部レ

10月11日幽 l3: 15-15 :00 仏国会館

10月15日ω 9:30-11:00 加積公民館 ントゲンの検査で

10月15日(刈 l3: 15-15 :00 青島 3区公民館
す。

結 核 検 雲R4クb 10月16日や同 9:30-11:00 大町公民館
⑥受診票は必ず持参

10月16日か同 l3: 15-15 :00 道下公民館
してください。

と 一般市民 10月18日幽 9:30-11:00 議村木小学校 ※結核検診のみ

10月18日幽 13: 15-15 :00 大海寺野公民館
成人病検診 10月22日(刈 9:30-10:30 大海寺新公民館

10月22日(刈 l3: 15 -14: 30 石垣公民館

10月23日や同 l3: 15-15 :00 上野方公民館

10月23目。ω17 :00-19: 30 一魚津市役所 ※夜間

10月25日倒 l3: 15-15 :00 魚津保健所

10月25日幽 17 :00-19: 30 減魚津保健所 ※夜間

健 康 相 談 一般市民
10月21日明) l3 :00-15:00 稗畠公民館

10月29日(刈 13 :00-15 :00 西布施公民館

栄 養 学 級 一般市民 10月25日働 10 :30-15 :00 鹿熊公民館

10月3日附 10 : 00 -12 : 00 経団公民館

栄養指導車巡回
一般市民

10月3日附 13 :30-15 :00 西川原住宅内

〈キッチンカー〉 10月4日幽 10 : 00 -12 : 00 東山公民館

10月4日幽 l3:30-15:00 木下新公民館

@第月1期実=施3日回現接在種、 13: 30-14 : 00 
市民会館

⑥体温は自宅で‘計っ
9 J=I ~1iffi B ;m;a: _ 2 該当地区百日せき 歳児で、 9月に 1回 てきてください。

ジフテリア 接種ずみの幼児。 村木 ・大町 ・本江 ⑥母子健康手帳、印

@第2期=|を1回2回のみ~接3種回
10月 3日附 住吉・上野方 ・上 かんを持参くだき

破 傷 風 第1期
中島

し、。

〈三種混合〉
接種終了児て¥最終 道下 ・加積 ・経団
接種目後、 1年を経 10月 9 日守防 片貝 ・西布施・天 ※接種できない禁忌

予 過している 3歳児。 神 ・松倉 事項

13:30-14:00 
市民会館 @発熱、下痢、また
該当地区 は心臓、じん臓、肝

村木・大町 ・本江 臓疾患などのため

ボ オ
10月 2 日守防 住吉・上野方 ・上

に治療している者。
生後3か月から18か 中島

防
道下 ・加積 ・経団 @鶏卵、鶏肉をたべ

生ワクチン
月の聞に 2回実施 10月11日樹 片員 ・西布施 ・天 て発しんがでたり

神・松倉 下痢をしたことの

10月30日か同
受けなかった全地 ある者。

区の方 @接種前1年以内に

接
13:30-14:00 

けいれんの症状を
⑥3歳-5歳児で施設
等へ入っていない幼 第 l回接種 第2回接種

起こしたことのあ

児。
10月21日開) 11月14日附 坪野小学校

る者。
⑥15歳以上、高校、一
般 10月22日(刈 11月14日附 経団小学校 @過去において、こ

(なお、この注射は
10月23日制 11月20目的 片貝小学校

の予防接種により

種 インフル 1-4週間の間隔で
2回接種。それぞれ 10月25日幽 11月19日ω 上中島小学校 副反応を起こした

該当地区の小学校で
10月25日幽 11月21日同 住吉小学校 ことのある者。

エンザ 受けてください。)

@接種料金 10月28日明) 11月21日附 西布施小学校 @その他、接種を行

• 3歳-15歳未満児無 上野方小学校
うことが不適当と

料。 10月29日(刈 11月25日開) 松倉小学校 認められた者は接
• 15歳以上、高校、一
般は、 1回につき4∞ 10月30日附 11月26日ω 本江小学校 種できませんので

円。 11月7目的 12月5目的 大町小学校
ご注意ください。

(9) 
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マ
日

時

昭
和
印
年
日
月
2
日
出

午
後
6
時
初
分
19
時
初
分

魚
津
保
健
所

妊
娠
7
1
叩
か
月
ま
で
の

妊
婦
の
夫
、
及
び
生
後
3

か
月
ま
で
の
乳
児
の
父
親

父
親
が
子
ど
も
を
理
解
し

接
触
に
よ
り
父
性
葬
品
め
、

父
親
の
育
児
へ
の
参
加
を

促
し
、
夫
婦
の
相
互
理
解

を
深
め
る
。

-
映
画
「
母
と
子
の
紳
」

・
講
演
「
パ
パ
も
知
っ
て

お
き
た
い
赤
ち
ゃ

ん
の
心
と
か
ら
だ

講
師
津
田
小
児
科
医
院
長

津
田
啓
司
先
生

・
座
談
会
育
児
あ
れ
こ
れ

昨
年
は
好
評
で
し
た
。
多
数
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

マ

場

所

マ
対
墾
告

マ
内

何』

tt 

叩
月
叩
日

j
m月
日
日

何
歳
か
ら
の

健
康
週
間
で
す
/

健
や
か
な
老
後
を
実
現
す
る
た
め

に
は
壮
年
期

(ω
歳
ご
ろ
)
か
ら
の

積
極
的
な
健
康
管
理
が
必
要
で
す
。

成
人
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
、
健
康

管
理
の
た
め
に
も
、
地
区
で
健
康
診

査
は
、
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。
今
月

で
地
区
の
成
人
病
検
診
は
す
べ
て
終

わ
り
ま
ず
か
ら
、
ご
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
の
登
録
と

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

9
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
時
間

が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
か
ら
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

マ
叩
月
5
日
出
魚
津
保
健
所

午
後
1
時
ぬ
分
1
午
後
3
時

マ
叩
月
6
日
制
魚
津
市
役
所

午
前
9
時
j
午
前
日
時
初
分

マ
登
録
及
び
注
射
料

一
頭
に
つ
き
四
、
四

O
O円

昭和60年度市民

税・県民税第3期

納期限は、

10月31日です。

続税措イI-!

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の

最
終
年
記
念
大
会
開
催

婦
人
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て
「
国

連
婦
人
の
十
年
」
最
終
年
と
な
り
ま
し

た
。
市
連
合
婦
人
会
で
は
、
婦
人
の
役

割
を
再
認
識
し
、
社
会
の
発
展
、
平
和

を
求
め
て
新
し
い
出
発
を
し
た
い
と
願

っ
て
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
日
月
幻
日
制

午
前
日
時
j
午
後
3
時
ま
で

マ
場
所
魚
津
市
民
会
館

マ
内
容
〈
午
前
〉

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

l
テ
ー
マ
1

婦
人
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し

て〈
午
後
〉

・
演
芸
・
地
区
名
産
市
場

マ
主
催
魚
津
市
連
合
婦
人
会

マ
共
催
魚
津
市
教
育
委
員
会

こ
と
し
が
国
民
参
政
鈍
周
年
、
普
通
選
挙

ω周
年
、
婦
人
参
政
伺
周

年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
全
国
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
こ
れ
を

記
念
し
て
有
権
者
か
ら
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

〔テ

l

マ〕

@
参
政
権
の
拡
張
の
歩
み
に
つ
い
て

@
政
治
参
加
と
し
て
の
選
挙
の
意
義

@
初
め
て
選
挙
権
を
行
使
し
た
感
想

。
投
票
率
の
低
下
の
解
決
策

〔
応
募
枚
数
〕

@
四

O
O字
詰
原
稿
用
紙
6
枚
以
上

日
枚
以
内

〔
応
募
条
件
〕

⑥
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

職
業
(
学
生
の
場
合
は
学
校
名
・

学
部
・
学
年
)
を
原
稿
の
末
尾
に

記
載
す
る
こ
と
。

@
応
募
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
。

⑥
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い。

⑥
入
選
作
文
は
明
る
い
選
挙
権
進
運

動
の
た
め
に
自
由
に
使
用
で
き
る

も
の
と
す
る
。

し
尿
く
み
取
り
手
数
料
収
納

(
集
金
)
委
託
者
の

変
更
に
つ
い
て

十
月
か
ら
、
左
記
地
区
の
し
尿
く
み

取
り
手
数
料
収
納
(
集
金
)
委
託
者
を

変
更
し
ま
し
た
か
ら
、
集
金
に
伺
い
ま

し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
地
区
名
印
田
・
三
田

新
集
金
委
託
人
中
嶋
千
恵
子

マ
地
区
名
吉
島
六
区
・
吉
島
七
区

。。

〔

表

彰

〕

』

⑥
最
優
秀
賞

(
1
篇

)

一

表
彰
状
及
び
賞
金
山
万
円

⑥
優
秀
賞

(
5篇
)

表
彰
状
及
び
賞
金
5
万
円

⑨
佳
作
(
叩
篇
)

表
彰
状
及
び
記
念
品

⑥
第
一
次
審
査
入
選
作
(
凶
篇
)

記
念
品

〔
入
選
発
表
〕

⑥
昭
和
日
年
2
月
上
旬

〔
締
切
期
日
〕

@
昭
和

ω年
日
月
初
日
出
ま
で

〔
申
し
込
み
先
〕

⑥
魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

(
魚
津
市
役
所
内
)

⑥
詳
し
く
は
、
魚
津
市
役
所
宮
②

2

2
0
0
(内
線
別
)
ま
で
。

新
集
金
委
託
人
沢
泉
キ
ク
エ

マ
地
区
名
晴
海
ヶ
丘

・
相
木
一
、
二
区

六
郎
丸
四
区
・
六
郎
丸
五
区

新
集
金
委
託
人
西
浦
敏
子

マ
地
区
名
諏
訪
町
一

、
二
、
四
、
五
区

明
理
区
・
大
町
区
・
新
道
区

新
集
金
委
託
人
魚
住
美
和
子

マ
地
区
名
新
町
一
、
二
区

・
臼
屋
区

紺
屋
区
・
八
幡
区
・
八
代
区

南
町
一
、
二
、
三
区

新
集
金
委
託
人
貫
和
ま
ゆ
み
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み
ん
砲
の

ヌ
漏
E
V

ヒ
ス
イ
の
ふ
る
さ
と
姫
川
の
山
里
「
白
馬
温
泉
」
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

程

日
月
3
日
1
4
日
(
振

替
休
日
)

l
泊
2
日

新
潟
県
糸
魚
川
市
大
字

大
所
(
白
馬
観
光
ホ
テ

ル
)
西
部
中
学
校
前
、
午
前

9
時
初
分

3
日
午
前
日
時
(
昼

食
持
参
)
西
部
中
学
校

前
、
パ
ス
で
8
号
線

黒
部
|
朝
日
l
親
不
知

|
糸
魚
川
l
平
岩
で
昼

食
l
白
馬
観
光
ホ
テ
ル

着
目
時
初
分

(
泊
)

4
日

7
時
初
分
朝
食

後
、
白
馬
大
仏
や
周
辺

の
姫
川
浸
谷
な
Y
蔽
策
、

日
時
出
発
、
魚
津
着
目

時
初
分
の
予
{
有

マ
日

マ
と
こ
ろ

マ
集
合
場
所

マコ
l
ス

4悲ー接J舎

マ
募
集
人
員

マ

会

費

ω名一O
、

0
0
0円
(
交

通
費
、
宿
泊
費

〈
2
食

付
〉
保
険
料
な
ど
含
む
)

叩
月
初
日
ま
で
(
但
し

定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
)

瀬
川
益
弘
⑫

0
2
6
9

小
坂
圭
吾
②
2
7
5
8

五
島
孝
正
@
1
2
4
7
ま
で

マ
申
し
込
み

問
い
合
わ

せ

叩
月
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
よ
み

27 20 13 10 6 6 5 と
日 日 日 日 日 日・日
(11) (11) (11) u;) (11) (11)(1) き

金 耳抵高競大山県走目{

続大会走 f津k 』

開放産高無市事事

市定
体育

大主A主市ア-

軟王三大会テ℃新t学新1E 人H 也

rr 
ろ
酬市大会引』の目J速曲会E 也

普駅伝!入品ミl 
大会会う

AM ス ZJi-
9 C 
ク

00 ラ 名
1 ス

I問IIJ自ill 普IHJ魚i!位 館韓合体育
体育施主主
ほウンド古回グ 館休蛇合育地1巨2 

コユミ
ト'市~・ と|テラ

ろ高
トニ| コ

入 ヵ、ラ スジ

盤聞 育施無料設 魚i市官体掌 大全 j網津市魚号| 車囲3 主大会 魚t市走宰 第1回0 
行

事

ろ
名 ー可

10 1月0 10 
と 体

月 月
ョ同~ 10 10 10 

き
(71¥)日 (判日 (村日

. . . . . 
韓体育A 館ロ

ス吉 の
古官市野 室内1且体紘合喜 タl 回グ

と

日‘回グコ球 トラ

ラ | 水プ ウ
::. L圃

ウ ト場 ゴン

記
ン i ド ろ
ド lレ lレ

/ 
(女子2)ミ・ ・ラ・(子男1) 

B A 
極 ，4z6-i、

( ド級フ，Eドレイ k1m 0h5 m 

:(音の11級ル 級ト部の のの
目 事音11 音11

/ 
と 1 戦 極全目 加参'技 走れ k1m 0 k5m 年fIIlt 
すチと

一人 方る 9t分以内S05分以は内0 性別問わず

備 業
る。制ム人8l する。士対抗区也

0 0円 ----.で_.J  タ7

欝饗響額
小
学
生

中
学
生

家
庭
婦
人

車
球
大
会

日
月
刊
日
日

午
前
9
時
か
ら

総
合
体
育
館
(
大
体
育
館
)

①
小
学
生
3
年
生
以
下
の
部

②
小
学
生
4
年
生
の
部

③
小
学
生
5
年
生
の
部

④
小
学
生
6
年
生
の
部

⑤
中
学
l
年
生
の
部

⑥
中
学
2
・
3
年
生
の
部

※
①
i
⑥
は
各
男

・
女
の

部
有
り

⑦
塞
挺
婦
人
の
部

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
に
限
る
。

マ

参

加

料

無

料

マ
申
し
込
み
方
法
日
月
初
日
同
ま
で

に
市
卓
球
協
会
事
務
局

(小
松
)宮
@
2
3
4
0
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
種

目

E

ス
鵡

1
側

d@mwm

地
区
運
動
会花
ざ
か
り
/

注
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
地
区
住
民

運
動
会
が
叩
月
6
日

ω市
内
一
斉
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
も
と
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
元
気
に
楽
し
い
一
日
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ノ

マ
講
師 文

化
講
演
会

の
お
知
ら
せ

マ
テ
ー
マ
「
新
素
材
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
l

こ
れ
か
ら

の
展
望
と
加
工
技
術

J

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校

校

長

今

中

治

日
月
M
日
附

午
後
6
時
必
分
よ
り

魚
津
平
安
閑
入
場
無
料
に

マ
日
時

マ
場
所

-
B
I
f
 

--'''l
‘、

手
芸
教
室
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
は
、

4
月

よ
り
、
新
た
に
手
編
教
室
を
開
講
致

し
て
お
り
ま
す
。
来
た
る
編
物
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
、
お
気
軽
に
御
参
加

く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
次
の
通
り

で
す
。
0
開
講
曜
日

o
開
講
時
間

火
曜
日
(
月
4
回
)

午
後
6
時
初
分
か
ら

午
後
9
時
ま
で

ホ
ー
ム
三
階
第
l
集

ム
)
さ
主

奥
村
初
音
(
魚
津
編

物
学
院
)

千
円
(
材
料
費
含
ま
ず
)

初
心
者
及
び
新
た
に

基
礎
か
ら
始
め
た
い

方
(
初
歳
以
下
の
勤

労
青
少
年
に
限
る
)

O
お
問
い
合
わ
せ

・
お
申
し
込
み

魚
津
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務
局

(
所
在
地
)
魚
津
市
火
の
宮
町

l
!
日

(T
E
L
)②
4
3
3
0
 

。
場

戸正

O
講

市
巾
A
ド
h
H

。。
対月

象謝
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-
産
卵
あ
ゅ
の
禁
漁

ぁ
ゅ
は
、
日
月
に
入
る
と
産
卵
期
に

な
り
ま
す
。
来
年
の
豊
漁
を
期
待
し
、

次
の
禁
漁
期
間
、
区
域
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

マ
9
月
初
日
か
ら
叩
月
白
日
ま
で
採
捕

し
て
は
な
ら
な
い
区
域
は

⑥
角
川
H
北
陸
本
線
鉄
橋
か
ら
上
流

仰
メ
ー
ト
ル

⑥
片
貝
川

・
布
施
川
H
地
鉄
本
線
鉄

橋
か
ら
下
流
制
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

区
域

マ
叩
月
1
日
か
ら
叩
月
7
日
ま
で
は
、

ど
の
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ゆ
を

採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
あ
ゅ
の
採
捕
許
可
期
間
は
、

6
月
お
日
か
ら
日
月
末
日
ま
で
で
、
そ

れ
以
外
と
前
記
の
産
卵
期
は
禁
漁
と
な

り
ま
す
。
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
禁
漁

日
月
1
日
か
ら
翌
年
2
月
末
日
ま
で
、

県
内
全
河
川
で
の
イ
ワ
ナ

・
ヤ
マ
メ
の

採
捕
は
、
全
面
禁
漁
に
な
り
ま
す
の
で
、

禁
漁
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

甲
種

・
乙
種
全
類

日
月
口
日
目

富
山
工
業
高
校

日
月
1
日

ω
j
m月
比

日
明

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
魚
津
市
消
防

本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
@
0
2
9
5
予
防
係
ま
で

マ
試
験
種
別

マ
試
験
日

マ
試
験
会
場

マ
願
書
受
付

新
川
森
林
組
合

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

新
川
森
林
組
合
で
は
、
催
物
な
ど

に
使
用
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
募

集
し
て
い
ま
し
た
が
、
応
募
点
数
臼

点
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑥
入
選
砺
波
市
本
町
九
l
四

岡

田

武

良

(
伍
歳
)

新
川
森
林
組
合
は
、
広
域
合
併

(滑
川
市
・
魚
津
市
・
黒
部
市
・宇
奈

月
町
・
入
善
町
・
朝
日
町
)
に
よ
り
、

昨
年
8
月
1
日
に
合
併
し
た
も
の
で
、

事
務
所
は
、
黒
部
市
阿
弥
陀
堂
五
二

九
ー
一
で
す
。

宮
@
1
3
4
1

監理
募集職種 年齢 性別 質 金 地区 人員

資格経験
番号 その他

1 電(電話工事工) 18-35 男 10-18 ヲ同ー 宮 i掌 2 普 免

2 配管工 18-50 男 18-20 北鬼江 2 不 問

3 板金工 18-50 男 11.25-18.75 道 坂 l 不 問

4 運転手 20-40 男 15-20 相 木 2 普 免

5 運転手 18-40 男 10-20 1主 =口t 3 普 免

6 運転手 20-40 女 10-12.5 相 木 l 普 免

7 販売員 18-35 女 9.5-10 中央通り 2 高卒以上

8 営業員 25-45 女 8 上村木 3 不 問

9 運内職転廻手り 18-40 女 8.75-12.5 北鬼江 l 普免・高卒

10 アシ組ル立ミ加サ工ッ 20-45 女 9.7-11.5 111 縁 5 不 問

〈求人情報〉早急に人を求めていますグ-
水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

-
水
道
料
金
集
金
委
託
人
変
更
案
内

左
記
の
地
区
の
水
道
料
金
集
金
委
託

人
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
集
金
に
伺

い
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

V
地
区
名

諏
訪
町
・

本
町
一
丁
目

・

新
角
川
一
丁
目
の
各
一
部

⑥
旧
集
金
委
託
人

油

本

ふ

み

⑥
新
集
金
委
託
人
魚
住
美
和
子

諏
訪
町
三
番
=
ニ
号

V
地
区
名
新
角
川

一
丁
目
及
び
二
丁

目
・
上
口
二
丁
目
・
本
江

の
各
一
部

⑥
旧
集
金
委
託
人
油
本
ふ
み

⑥
新
集
金
委
託
人
貫
和
ま
ゆ
み

整理
希望職種 年齢 性別

希望
経験等 学歴 資 格

番号 賃金

1 生技能産工 50 男
15 コ同再 ダンボール加12年工 旧中卒 普 免

2 鉄は工配管ま工た 43 男 15 自動車解体11年 中卒 玉掛・ホイスト

3 生技能産工 32 男 18 溶接工 7年 校訓 卒練 事ボ事イラぢーj器(滞禁緩j}護技主士

4 労屋内単純務 55 男 15 運転・リフト2作9年業 高小卒 大型 ・特殊

5 労軽単純務 60 男 12 プロ ッ ク製1年造 高卒 電気工事士

6 保健婦 23 女 12 保健婦 2年 学各校卒種 正保宕健・普婦免

7 看護婦 22 女 10 看議婦 5年 高卒 J佐 看

8 看護婦 37 女 11 看 E護婦 5年 高卒 准看 ・普免

9 看護婦 23 女 12 看護婦 3年
各種

正 看
学校卒

10 事た務は庖貝貝ま 21 女 9 庖員 3 年 短大卒 普免・珠算3級

く求職情報〉緊急に職を探していますグ

大
海
寺
野
村
四
六
四

O
番
地

V
地
区
名

古
島
市
営
住
宅

⑥
旧
集
金
委
託
人
沼
田
藤
代

⑥
新

集

金

委

託

人

古

川

和

子

吉
島
二
四
一
三
番
地
の
一

V
地
区
名

六
郎
丸

・
吉
島

・
コ
百
・

相
木
の
一
部

⑥
旧
集
金
委
託
人
畠
山
和
子

⑥
新
集

金

委

託

人

南

昌

子

六
郎
丸
七

O
九
番
地
の
十
三

V
地
区
名

吉
島
新
町
・立
石
・吉
島
・

相
木
の
各
一
部

⑥
旧
集
金
委
託
人
畠
山
和
子

⑥
新
集
金
委
託
人
若
狭
光
子

相
木
二
五
三
番
地
の
二
十
六

V
地
区
名

本
江

・
一二回

・
印
回

・
石

垣
新
の
各
一
部

⑥
旧
集
金
委
託
人
畠
山
和
子

⑥
新
集
金
委
託
人
中
嶋
千
恵
子

本
江
二
六
四
四
番
地

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
叩
月
〉

実
施
地
域
:
:
:
下
中
島
・
加
積
両
地

区

(
8
号
線
海
側
)
。
点
検
に
は
県
L

P
G
協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ

ー
-
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。宮

@
5
3
4
0

『
一
酸
化
炭
素
(
∞
)
』
不
完
全
燃
焼
で

空
気
中
酸
素
濃
度
が
四
%
以
下
に
な
る

と
急
激
に
発
生
す
る
の
が
一
酸
化
炭
素

で
す
。
一
酸
化
炭
素
を
呼
吸
す
る
と
、
血

液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
び
付
き
、

酸
素
の
供
給
が
阻
害
さ
れ
人
事
不
省
に

落
ち
入
る
大
変
危
険
な
有
毒
ガ
ス
で
す
。

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

く宮 24-0365>へお問い合わせください。
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昭和60年10月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

-m月
市
民
会
館

大
ホ

l
ル
催
物

会終年記大念』年殺の10遮輔国人『
他光も笑つ『つ福祉映画

十コント1才f一工レ，前夜事学祭掴樟恒期大学軸業寓酬山 会 9舞大川流削J詩流'今2第5 学座大議 市民きも )り(芝居踊と慰安芸龍老入クラプ 会刷研芸表世地高放区3斬第田川0 

豆とジか演カツ
芸能大会更第回8 

ノ 第
f鑑つえど

表会発1回ピ4 ててい
。の木クヤツ 座公パ

物

』るる、さ口、 の 渋・神風回 名
の ア

30 AM 27 I PM 26 30 PM 25 I AM 20 I PM 13 30 AM 12 I AM~干兄10 I PM 9 I AM 8 30PM 6 と
分1時9( 日日) 時1仕日) 分時6日 時9(日日) 時1(臼日) 分時9 日 時9 門u 日 時6附日 時10 (刈日 分時12日 きi 幽 1 仕) )附 I 1Iif(日)

無 無生小てカ上 て当て前 無 無

五宍内 場券入

一 繋 て当て削人大人 無 無 入

言券映 雲円券日 雲円売券 。，-.，向理券 き円白書円売と
ま義

料 料学中 協 料 料 券券も4、 料 料 料

合蝿会人魚曹市連 の会者母児父休不由自肢魚津市 貝会磐実行委大学学圃訓陣短期輯富業山 樟支都詩舞道魚惜流剖川韓支部流溢県山誇神風時 支部可盲県認山協会ントサルタンのきもコ制全本日 芸井能筒 研会究高枝模刷新地川区
会 パ魚津 魚

会あすな 王

座友カ i草t f佳

の ツ 市 ろ 者

-
「
魚
津
の
観
光
と
物
産
展
」

長
野
県
松
本
市
で
開
催

魚
津
物
産
松
本
展
(
第
三
回
)
を
長

野
県
松
本
市
で
昨
年
に
引
き
続
き
、
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
魚
津
の

観
光
と
物
産
を
広
く
県
外
に
紹
介
宣
伝

し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ

と

き

マ
と
こ
ろ

日
月
日
日
附
1
幻
日
開

長
野
県
松
本
市
松
電
パ

ス
ダ
|
ミ
ナ
ル
ビ
ル
7
階

-

自

衛

官

募

集

マ
募
集
人
員

⑥
一
般
児
歳
以
上
お
歳
未
満
の

者
比
名

⑨
高
校
生
昭
和
臼
年
3
月
卒
業
見

込
み
の
者
、
採
用
は
昭

和
白
年
3
月
以
降

男
子

2
等
陸
海
空
士
約

ω名

女
子

2
等
陸
海
空
士
若
干
名

マ

受

付

⑥

一

般

昭

和

ω年
刊
月
1
日
か

ら
ロ
月
下
旬
ま
で

⑥
高
校
生
昭
和

ω年
日
月
1
日
か

ら
昭
和
日
年
3
月
下
旬

ま
で

マ

待

遇

⑥
特
別
職
国
家
公
務
員

⑥
初
任
給
一

O
一、四
O
O円

⑥
衣
・食
・住
無
料
支
給
ま
た
は
貸
与

催
事
場

マ
主
な
展
示
品
水
産
加
工
品
、
蒲
鉾
、

菓
子
、
漆
工
品
等

-
街
頭
献
血
に
つ
い
て

献
血
事
長
宋
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

次
の
と
お
り
街
頭
献
血
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
時

間

AMサ 10
10ン月
時プ 19
1ラ日
PMザ ω
3 前
時
30 
分

⑥
ボ
ー
ナ
ス
年
3
回

(ω
か
月
分
)

⑨
各
種
国
家
免
許
と
る
機
会
あ
り
。

⑥
除
隊
後
の
就
職
は
援
護
し
ま
す
。

⑥
通
学
(
大
学
2
部
等
)
ま
た
は
通

信
教
育
を
受
け
る
機
会
あ
り
。

自衛官各種学生募集

。資格並びに受付及び試験日

防毒 資格 1:.ι . イ寸 試験日

防衛大

高21歳(見卒未込満) 
10月1日~ 111 坊次月月主3 ・4 日学校学
10月26日 12 23-6日生

防衛医

高21(歳見卒未込満) 
10月 1日~ 111 次次月月10 ・11 日

科大学生 10月26日 12 212-14日枝学

自衛隊
1中7歳(見卒未込満) 

11月 1日~ 611 年与次月大 1 月 6 日
生徒 61年 1月4日 2 121~23日

詳
し
い
お
間
合
わ
せ
、
ご
相
談
は
、

魚
津
募
集
事
務
所

宮
@
1
0
3
6

-

不

用

品

交

換

⑨
ゆ
ず
り
ま
す

マ
碁
石
(
応
談
)
マ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

(
カ
ロ
ー
ラ
ー
3
0
0、
応
談
)
マ
マ
ッ

ト
レ
ス

(
6枚
、
無
料
)
マ
ミ
シ
ン
(
五

万
円
)
マ
ル
l
ム
ラ
ン
ナ
ー
(
六
千
円
)

マ
ベ
ビ
1

ベ
ッ
ド
(
応
談
)
マ
木
製
机

(
低
学
年
女
用
、
応
談
)
マ
自
転
車
(
小

学
生
用
、
五
千
円
)
マ
編
み
機
(
応
談
)

マ
バ
イ
ク
(
印
∞
、
応
談
)
マ
栽
縫
板

(
応
談
)
マ
カ
l
エ
ヤ
コ
ン
(
ト
ヨ
タ
カ

ロ
ー
ラ
の
み
、
取
付
費
込
三
万
五
千
円
)

マ
ワ
ー
プ
ロ
(
日
立
、
応
談
)
マ
エ
レ

キ
ギ
タ
l
(
七
万
円
)

⑨
も
と
め
ま
す

ス
キ
l
靴
(
お
側
)
、
ベ
ッ
ド
、
自
転
車

(
婦
人
用
)
、
お
ひ
な
様
、
天
神
様
、
ピ

ア
ノ
。

⑥
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役

所
総
務
課

・
不
用
品
活
用
相
談
所

宮
②

2
2
0
0
内
線

2
5
8

-
老
人
芸
能
大
会
の
お
知
ら
せ

日
頃
、
余
暇
を
利
用
し
練
習
し
た
民

謡
、
踊
り
、
歌
な
ど
を
発
表
し
、
日
常

生
活
の
苦
労
を
い
や
し
、
老
人
相
互
の

協
力
関
係
を
密
に
す
る
た
め
、
芸
能
大

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
老
人
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

叩

月

8
日

ω午
前
日
時

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

-
市
民
き
も
の
大
学
講
座

叩
月
日
日
同午
後
1
時
よ
り

市
民
会
館
大
ホ
l
ル

「
美
し
く
生
き
る
智
恵
」

社
団
法
人
全
日
本
き
も
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

理
事
長
山
中
典
士
先
生

マ
装
道
舞

・
き
も
の
シ
ョ
ー※
入
場
無
料

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ

講

演
・
講
師

魚津善意銀行へのご寄付¥
〈敬称略〉

鳥切達雄新角川一丁目 30，000円

沢田哲夫横枕 20，000円

匿 名 30，000円

浜潟仙治新角川二丁目 50，000円

浜岸政喜諏訪町 50，000円

長谷川善政新角川二丁目 30，000円

中田唯一新宿 30，000円

吉崎初雄宮津 50，000円

金谷正一新角川二丁目 10，000円

吉倉満智子双葉町 1，000円

小浜治雄本町二丁目 50，000円

中川 洋本町一丁目 20，000円

魚津銀金塗装整備工場 5，000円

窪奈津美村木小学校 6年 2，000円

浜田宣正並木町 3，000円

北陸電力株式会社魚津電力所有志一同 50，000円

まこと 10周年記念チャリティ

ノてーティ城山宗也 ・智恵子 60，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙面

の都合で一部次の号以降になります。
ノ
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昭和60年10月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

魚族紹介(107) 

ら

魚;孝命e自然
だやがく

体長10cm余りの小さな魚で、本州中部以北の波
の静かな内湾の藻場にすみ、小工ピや魚の鈎魚を

食べて生活する。巣造りするトゲウオと近縁なこ

の魚にも面白い産卵習性ガ知られている。繁殖期

は春で、まず腹の大きな雌ガマボヤに近づき、そ

の出水孔を通して、ホヤの工ラの聞の体壁に卵を

産みつける。つついて雄ガ体表につき出芝外部生

殖器を出入孔に入れて受精させる。このように卵

はマボヤの体内で保護されなガら、やガて稚魚と

なって涼ぎ出す。

米寿者 卒寿者訪問

9月5日・ 6日の両日市内で卒寿(90歳)、米寿

(88歳)を迎えられた58人の家を、市長が訪門し、

祝い状、座布団などを贈り長寿を祝った。

• 

火災のない魚津市

魚津大火から29年目を迎えた 9月10日夜、中央通り一帯

で大がかりな消防訓練が行なわれた。

訓練には、ポンプ車の一斉放水、シュノーケル車からは

「築こう火災のない魚津市」と書かれた懸垂幕が垂らされ

市民の防災思想の普及を図った。

築こう

よ
う
や
く
涼
風
が
た
ち
は

じ
め
た
の
で
、
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
を
期
待
し
て
い
た
の

に
、
意
外
に
天
気
の
悪
い
日

が
多
く
て
、
が

っ
か
り
す
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

『男
心
と
秋
の
空
』
と
か
、

『女
心
と

秋
の
空
』
と
か
言
い
ま
す
。
ど
ち
ら
が

本
当
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
か
く
秋

の
空
は
、
変
わ
り
ゃ
す
く
、
不
安
定
な

の
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
日
が
多
く
な
る
の
は
、
秋
と
言

っ
て
も
晩
秋
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
秋
晴
れ
に
よ
く
似
合
う

の
が
、
共
同
募
金
の
赤
い
羽
根
。
今
年

も
十
月
一
日
か
ら
、
街
頭
募
金
が
始
ま

り
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
行
事
も
、
今
年
で
三
十
九
回
目

に
な
り
ま
す
。
昨
年
の
街
頭
募
金
の
金

額
は
お
よ
そ
四
億
五
千
万
円
で
す
。
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
こ
う
し
た
行
事

の
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
、
協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

、12
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編集子

臼刷/魚津田刷株式会社

圃置理圏盟E
人 (前月対比)

人口(男) 24，036 (ー 1) 

(女)26，098 (ー2) 

計 50，134(ー 3) 

世帯数 13，526世帯

市の面積 200. 75km' 
海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(8月末現在)


